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安保採決、再来週にずれ込みも＝審議停滞、修正協議も不透明
　国会は今週、安全保障関連法案をめぐる与野党の駆け引きが続く見通しだ。与党は９月１１日までの参院採決を目指しているが、野党との修正協議に時間を取られるなど審議ははかどっていない。２７日の会期末まで実質１７日間しか残されておらず、自民党内では採決が中旬以降にずれ込み、１４日の週になるとの見方も出てきた。
　参院平和安全法制特別委員会の審議は２８日時点で約６３時間で、衆院段階（１１６時間）の６割にも届いていない。与党は参院採決も衆院並みに１００時間程度が必要とみており、目標までまだ開きがある。採決の前提となる公聴会開催のめども立っていない。
　参院特別委は２８日、維新の党の対案の提案理由説明を行うにとどめ、次回の審議は早くて９月１日となる見通しだ。一方、野党との修正協議は（1）維新（2）元気、次世代、新党改革３党－と別々にスタートし、第２回会合はいずれも同３日に行われる。ただ、与党は法案の骨格部分の修正には応じない考えだ。
　また、維新の分裂騒動で修正協議は不透明感を増している。自民党の高村正彦副総裁は２９日の講演で「対応してくれる状況であるか見定めないといけない」と指摘。公明党の石井啓一政調会長も３０日のＮＨＫ番組で「維新の党内情勢も見極めながら協議していく」と語った。
　与党は衆院で再議決可能となる「６０日ルール」が適用できる９月１４日より前に参院で採決する基本線は崩していないが、会期末が迫る中、「１４日までに成立させるのは困難」（自民中堅）との声もある。
　再可決で強引に成立させれば世論の批判を浴びるのは必至で、９月１５、１６両日ごろの採決案も浮上。再可決を避けつつ、参院の独自性にも配慮した形を取れるからだ。同１９～２３日は５連休で会期末までに使える日数はごくわずか。与党は遅くとも連休前の同１８日までには成立を図る方針だ。　（2015/08/30-15:06）2015/08/30-15:06
揺れる創価学会員　安保法案で自民と協調「おかしい」
東京新聞　2015年8月30日 朝刊
 

	安保法案反対のデモ行進をする参加者の中に、創価学会の三色旗を振る男性がいた＝２３日、東京・表参道で
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　公明党の支持母体・創価学会の会員が安全保障関連法案をめぐり揺れている。自民党と共に法案を推し進める姿勢に疑問を抱き、学会の旗を持ってデモに参加したり、法案の撤回を求めて署名を集めたりする会員も。学会に詳しい専門家は「学会が求めてきた庶民感覚に基づく平和主義と、右傾化する自公連立政権の政策が離れてきたため」とみる。　（安藤恭子）
　今月二十三日、東京・表参道であった安保法案反対のデモに、青、黄、赤の三色の学会旗がはためいた。入信三十年という埼玉県の介護職員の男性（４９）は「公明は平和の党と思っていたが、変わってきた。解釈改憲を認めるなんておかしい」と小旗を振った。
　大阪市ではその前日、憲法学者の木村草太・首都大学東京准教授を講師に、会員有志が「法案への賛成・反対にかかわらず、会員で迷いを共有する場に」と「日本国憲法を勉強する創価学会員の集い」を開催。子供二人を連れた主婦（３５）は「公明が法案に歯止めをかけたと信じているが、不安も出てきた。もっと自民に物を言って」と求めた。
　父母の代から会員の農業天野達志さん（５１）＝愛知県安城市＝は七月末、ツイッターで「ひとりの学会員」と名乗り、公明に法案撤回を求める署名集めを始めた。「武力で抑止力を高める発想は学会の平和哲学に反する」と訴える。創価大と創価女子短大の教員ら有志の会も法案に反対する声明を発表、千六百人超が賛同の署名をした。
　法案への不安が広がる一方、「学会では声を上げづらい」と明かす人たちも。関西地方の七十代女性は「法案に反対したら、他の会員に『反逆者』と言われた。対話も拒まれ、孤独で悔しい」と嘆く。
　近代日本宗教史が専門の島薗（しまぞの）進・上智大教授は「九条の平和主義を重んじる学会の教えを考えれば、法案に対して多様な意見が出て当然」と理解を示す。「自民との協調で従来の学会の教えと党の政策との距離は広がるとしても、個々の会員の思いは抑圧されることなく、尊重されるべきだ」と語る。
◆政治的な利用遺憾
　創価学会広報室の話　九条の平和主義と専守防衛を踏まえ、それに基づく法案の審議が国会で進められていると認識しています。法案をめぐる会員の集会や動きは関知せず、公認したものでもありません。当会の名前と三色旗が政治的に利用されることは大変遺憾です。
　＜創価学会＞　日蓮の仏法を信奉する宗教団体で、会員数は公称８２７万世帯。１９３０年に創価教育学会として創立。太平洋戦争中、国家神道の強制に抵抗して多くの幹部が検挙された。戦後再建され、現名誉会長の池田大作氏が第３代会長に就いた６０年代以降、組織を拡大させた。学会の三色旗は赤が勝利、黄が栄光、青が平和を表す。公明党は６１年に創価学会を支持母体に発足した公明政治連盟が前身。
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◆公明「歯止め」説明に腐心
　公明党の支持母体・創価学会の関係者に法案への反発が強まっていることに対し、党幹部は説明に苦心している。
　山口那津男代表は二十六日のＢＳ番組で「私たちの説明が届いていない。反省しないといけない」と現状を率直に認めた。
　公明党は法案提出前の自民党との与党協議で、集団的自衛権の行使を日本を守る場合に限定したことなどを挙げ「公明党が歯止めをかける部分を吟味した」（山口氏）と自負していた。だが国会審議では、どんな状況なら集団的自衛権を行使できるのか政府の説明は曖昧なままで、野党に連日追及されている。
　政府が集団的自衛権の行使を合憲とする根拠に挙げる砂川事件の最高裁判決をめぐっても、公明党はもともとは「論理に飛躍がある」と否定的だったのに、政府・自民党に押し切られて容認した。
　こうした対応が、海外での武力行使が際限なく広がるとの不安や違憲立法批判を招く一因になり、創価学会を中心とした支持者の反発につながっている。だが法案に疑問を抱く支持者には「現場に行って説明するしか手はない」（漆原良夫中央幹事会会長）のが実情だ。　（新開浩）
産経新聞　2015.8.29 19:49更新 
安保賛成派が都内でデモ　「戦争法案のレッテル貼りは見当違い」　大阪、福岡でも
　政府与党が今国会中の成立を目指す安全保障関連法案に賛成する若者らが２９日、都内でデモ行進を行った。
　「守ろうニッポン　戦争させない大行進」実行委員会が呼びかけたもので約５００人が参加。「集団的自衛権は限定されている。戦争法案というレッテル貼りは見当違いだ」と声をあげた。


安保法制に賛成する団体によるデモ行進
　この日は大阪市、広島市、福岡市、長崎市の全国４カ所でもデモや街頭集会を実施。同委員会は「反対のデモばかりが目立っているが、賛成意見があることも知って正しい認識をもってほしい」としている。
産経新聞　2015.8.26 08:11更新 
安保法案で自民、県連単位・１００人規模でセミナー
　政府・与党が今国会中の成立を目指している安全保障関連法案に対する国民の理解を進めようと、自民党が党員や支持者らを対象にしたセミナーを都道府県連単位で開催することが２５日、わかった。自民党は、野党の「戦争法案」との批判に対して防戦に終始していたが、国民の理解が深まれば法案への支持が広がるとみて、積極策に打って出ることにした。
　都道府県連や党所属国会議員らへの２４日付の通知によると、開催するのは安保関連法案が戦争を抑止するための法案であることなどを解説する「平和安全法制セミナー」。都道府県連や地域・職域支部を単位として、週末を中心に地方議員や党員、支持者らを集め１００人規模で行う。講師は法案の作成などに携わった党所属国会議員のほか、法案の成立に積極的な有識者を党本部から派遣する予定だ。
　また、セミナーでは元陸上自衛隊イラク先遣隊長の佐藤正久元防衛政務官を模した「ヒゲの隊長」が、安保関連法案に関する質問に、イラストを交えてＱ＆Ａ方式で答えるチラシも新たに作製し配布。「徴兵制になっちゃうの？」という質問に「それは大きな、大きな間違い。徴兵制は憲法で許されていないよ」といったやりとりで解説している。このほか、安保関連法案の成立には、米英など欧米諸国のほか、フィリピン、インドネシアといったアジア各国も期待を寄せていることを説明するチラシの配布も検討している。
国会前、最大規模の集会　市民ら安保法案に反対
国会前、大規模な反対集会
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　国会正門前で開かれた安保法案に反対する集会で、道路を埋め尽くす大勢の人たち＝３０日午後、東京都千代田区（共同通信社ヘリから）
　安全保障関連法案に反対する市民団体が３０日、国会近くで集会を開いた。同法案に関する抗議行動では最大規模で、主催者は約１２万人が参加したと発表。雨の中、参加者は国会議事堂を取り囲み、車道にもあふれた。一斉行動も呼び掛け、主催者によると全国２００カ所以上でデモや集会を実施。反対の民意の広がりを強くアピールし、安倍政権に廃案を求めた。
　法案をめぐっては、参院での採決をにらみ与野党の攻防が激化。９月中旬の採決を目指す与党側は「法案が誤解されている。地道に理解を求める」と強調するが、野党側は「反対のうねりは想像以上」「政権へのプレッシャーになる」と勢いづいている。
2015/08/31 00:00   【共同通信】
安保法案反対、全国で一斉デモ　国会取り囲み廃案訴え
朝日新聞デジタル 8月30日(日)19時59分配信 
　参院で審議中の安全保障関連法案に反対する市民による抗議行動が３０日、東京・永田町の国会議事堂前や周辺を埋めた。主催者発表によると、参加者は１２万人で、安保法案をめぐる抗議行動では最大。参加者が歩道からあふれて、警察側が車道を開放した。市民らは国会議事堂を真正面に見据えた車道に帯のように広がり、雨の中、「戦争法案廃案」「安倍政権退陣」と叫び続けた。　国会だけでなく、霞が関や日比谷周辺まで、プラカードやのぼりを持った人たちであふれた。警察関係者によると、国会周辺だけで約３万３千人。

　主催したのは、平和運動を続けてきた市民らでつくる「戦争させない・９条壊すな！　総がかり行動実行委員会」。５月に立ち上がった都内の大学生らがつくる「ＳＥＡＬＤｓ（シールズ）」のほか、大学教授や研究者らの「学者の会」、子育て世代の母親の「安保関連法案に反対するママの会」など、この夏に次々と出来た団体が加わり、ともに声を上げた。





国会前で安保関連法案反対を訴える人たち＝３０日午後２時７分、東京都千代田区、本社ヘリから、岩下毅撮影 
安保法案 国会周辺で最大規模の反対集会
NHK　8月30日 18時43分
安全保障関連法案に反対する、これまでで最も規模の大きな集会が国会周辺で開かれ、参加した人たちは「戦争法案を今すぐ廃案に」などと訴えました。
集会は３０日午後２時ごろから国会周辺で開かれ、主催者の発表でおよそ１２万人、警視庁の調べで３万人余りが集まり、これまでで最も規模の大きなものとなりました。
　このうち、国会の正門前では参加者が歩道だけでなく車道にも広がり、プラカードを掲げて、「憲法９条を壊すな」とか、「戦争法案を今すぐ廃案に」などと訴えました。
　集会には音楽家の坂本龍一さんも参加し、「憲法の精神、９条の精神がここまで根づいていることを皆さんが示してくれ、勇気づけられている。憲法や民主主義を取り戻すためのとても大事な時期で、僕も一緒に行動していきます」と述べました。
　続いて若者の代表として大学生の寺田ともかさんが発言し、「私の払った税金が弾薬の提供のために使われ、遠い国の子どもたちが傷つくのだけは絶対に止めたい。『やられたらやるぞ』と威嚇するのではなく、そもそも敵を作らない努力を諦めない国でいたい。戦争法案は絶対に止めることができると信じています」と訴えました。 
看護師を目指す学生は
集会に参加した東京の佐竹美紀さん（２３）はボランティア活動で、戦争で傷ついたアフガニスタンの子どもたちの医療支援をした経験から、「正しい戦争などない」と考えるようになったといいます。自衛隊員が誰かを傷つけたり、傷つけられたりする事態を招くべきではないと、法案に強く反対していて、看護師を目指す勉強の合間を縫って集会に駆けつけました。
　佐竹さんは、「これまでの海外派遣で、自衛隊が武力を行使しないことで築いてきた信頼を、法案が崩してしまうのではないかと危機感を抱いています。一度、武力を行使する方向にむかうと歯止めがきかないと思うし、日本は人道支援や技術の提供で各国からの信頼を地道に得ていくべきだ」と話しています。
若者グループのメンバーは
安全保障関連法案に反対する若者たちのグループ「ＳＥＡＬＤｓ」の中心メンバーの１人で大学４年生の元山仁士郎さんは、「きょうは多くの人たちと声を上げられることができ、勇気をもらった。今後も全国の若者と連携し、法案に反対の声を上げ続けていきたい」と話していました。
　また、沖縄県出身の元山さんは「ずっと平和を求めてきた沖縄の思いが本土でも広がってきていると思う。これからもっと連携していけたらと思う」と話していました。
著名人も法案撤回求める
集会には安全保障関連法案に反対する著名人も参加し、ステージから法案の撤回を求めました。
作家の森村誠一さんは「戦争で最初に犠牲になるのは若者たちです。私はかつて戦時中に女性が竹やりを持たされ、訓練させられる光景を見てきました。だからこそ、絶対に戦争可能な国家にしてはいけない」などと訴えました。
このほか、宇宙物理学者で総合研究大学院大学の池内了名誉教授は「科学の軍事利用が具体的に始まり、海外に出かける兵士たちに武器を与える研究を科学者にさせるという状況が生まれつつある。今の段階でこうした芽を取り去るべきだ」などと主張しました。
警視庁 約２倍の警察官動員
安全保障関連法案を巡っては、国会の周辺で、これまでにも定期的に反対集会が開かれていますが、警視庁は今回、集会の規模が最も大きくなると予想されたため、これまでの２倍近い警察官を動員して警備と参加者たちの誘導に当たりました。
　警察官は参加者たちに一か所にとどまらず進むよう呼びかけたり、不審な物がないか国会周辺をパトロールしたりしていました。警視庁によりますと、参加者たちは、当初の想定を超えて国会前の車道にまで広がりましたが、けが人などは出ず、大きなトラブルはなかったということです。
全国各地で反対集会
３０日は国会周辺だけでなく、全国各地で安全保障関連法案に反対する集会やデモが行われ、名古屋市では、母親らのグループの呼びかけで名古屋駅前でデモ行進が行われ、参加者は「子どもを守れ」などと声を上げていました。
　また、北九州市では参加者たちがサッカーの「レッドカード」をイメージしたという赤い服などを身に着けて中心市街地を歩きました。
　広島市でも市民グループの呼びかけで集会が開かれ、参加者は街頭でチラシを配ったり、「戦争反対」などと声を上げたりして法案への反対を訴えました。
　国会周辺での集会を主催した団体によりますと、３０日は把握しているだけで全国のおよそ３００か所で法案に反対する集会やデモが行われたということです。
安保法案抗議集会：国会議事堂取り囲み「戦争法案反対！」
毎日新聞　2015年08月30日　15時51分（最終更新　08月30日　16時42分）


安保関連法案に反対し、国会前を埋め尽くす人たち＝２０１５年８月３０日午後３時４分、後藤由耶撮影
　参院で審議中の安全保障関連法案に反対する市民らの大規模な抗議集会が３０日、東京・永田町の国会議事堂周辺であった。学生や子連れの親、戦争を知る高齢者など、世代や立場を超え危機感を持つ人々が正午過ぎから国会を取り囲み、「戦争法案反対」を訴えた。
　市民団体「戦争をさせない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」の主催する「国会１０万人・全国１００万人大行動」の一環。同団体の呼び掛けで２９、３０の両日、抗議の集会やデモが全国４７都道府県の計３００カ所以上で開かれた。同法案を巡る抗議集会としては過去最大規模とみられる。【樋岡徹也】
安保法案反対で大規模デモ　国会周辺埋め尽くす 
日経新聞　2015/8/31 0:26
　参院で審議中の安全保障関連法案に反対する市民らが30日、国会（東京・千代田）周辺で大規模な集会を開いた。雨が降る中、国会前の車道や沿道を埋め尽くした参加者らは「即時廃案を」「集団的自衛権はいらない」とアピールした。
　主催した市民団体「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」は、参加者数を約12万人と発表。警視庁は参加者数の発表をしていないが、警察関係者は３万人余りとしている。
　集会に参加した東京都清瀬市の女性会社員（43）は「デモをする若者の存在を知り、自分も何か行動しなくてはと思った」。東京都板橋区の男性会社員（33）は「軍事でなく外交で平和を維持すべきだ」と話した。
　実行委によると、全国に一斉行動を呼びかけ、計200カ所以上で同法案に反対するデモや集会が開かれたという。
安保法案：各地で反対集会　札幌では３５００人
毎日新聞　2015年08月29日　20時35分（最終更新　08月29日　23時30分）


安保関連法案反対の声を上げデモ行進する人たち＝札幌市中央区で２０１５年８月２９日午後２時１分、武市公孝撮影
　脚本家の倉本聰さんらが呼びかけ人となって設立された市民団体「戦争をさせない北海道委員会」は２９日、札幌市中央区の大通公園などで抗議集会とデモを行い、主催者発表で約３５００人が安全保障関連法案の廃案を訴えた。参加した上田文雄・前札幌市長は「戦争をしないという誓いは、アジアなどへの侵略に対して日本国民が反省し、７０年間守り続けてきた大約束だ。その根源を失おうとしている」と呼びかけた。
　名古屋大では教員や職員、学生らの有志が集会を開き、法案に反対する声明を採択した。呼びかけ人の一人の安藤隆穂名誉教授が声明文案を読み上げ、約２００人が賛同を示すカードを掲げた。
　声明は「大学はかつて兵器をつくった」などと過去を反省し、言論の自由、学問の自律性などを制限する動きに対抗してきた戦後に言及。「『名古屋大学平和憲章』で不戦を誓った知性は、学びの日々が戦火につながることを許さない。この灯を決して消さない」と決意を示した。
　３０日は「国会１０万人・全国１００万人大行動」と題し、国会周辺を中心に全国各地で一斉に反対集会が予定されている。実行委員会は「廃案を目指すすべての人々と団体が結集する取り組みとして、全力で頑張る」としている。【高野玲央奈、清藤天、樋岡徹也】
安保法案：反対の波　全国３００カ所でデモ
毎日新聞　2015年08月30日　21時51分（最終更新　08月31日　00時51分）


安保関連法案に反対する集会で、国会正門前の道路を埋め尽くす大勢の人たち＝東京都千代田区で２０１５年８月３０日午後２時８分、本社ヘリから森田剛史撮影
　参院で審議中の安全保障関連法案に反対する市民らの抗議集会が３０日、東京・永田町の国会議事堂前であった。雨の中、学生や子供連れの親、戦争を体験した高齢者などさまざまな世代や立場の人々が正午過ぎから国会一帯を埋め尽くし、法案を廃案にすべきだと訴えた。参加者は警察当局によると３万人、主催者発表では１２万人で、同法案に対する抗議活動としては最大規模とみられる。
　市民団体「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」主催の「国会１０万人・全国１００万人大行動」の一環。同団体の呼び掛けで２９、３０両日、抗議の集会やデモが全国４７都道府県の計３００カ所以上で開かれた。
　国会前で午後２時に始まった集会には野党４党のトップも駆けつけ、成立阻止に意欲を見せた。民主の岡田克也代表は「参議院での議論で法案の問題点がますます明らかになった。こんな憲法違反の法案を通すわけにはいかない。これから３週間、さらに力を貸してほしい」と呼びかけた。
　生活の小沢一郎共同代表は「今までこういう集会に顔を出したことはほとんどない。今回は何としても、いいかげんでバカげた、そして危険な法律案を阻止するためにみんなで力を合わせないといけない」と声を張り上げた。共産の志位和夫委員長は「ここまでボロボロになった『戦争法案』は廃案にするしかない」、社民の吉田忠智党首は「政党の立場を超え廃案に全力を挙げる」と訴えた。
　また、壇上でマイクを握った音楽家の坂本龍一さんは「憲法の精神、９条の精神がここまで根付いていることをみなさんが示し、勇気づけられている。憲法や民主主義を取り戻すための大事な時期で、僕も一緒に行動していく」と語った。学生団体「シールズ」のメンバーで明治学院大４年の奥田愛基さんは「憲法を守った方がいいって、変なことですかね。おかしな主張ですかね。利己的ですかね」と訴えた。
　政府・与党は来月１１日までに法案を参院で採決し、数の力で成立させることを目指してきた。だが、審議は中断続きで採決は困難との見方も広がり、与野党の水面下での攻防は激化している。【樋岡徹也】
　◇大阪でも「戦争アカン！」
　大阪市北区の扇町公園であった集会にも約２万５０００人（主催者発表）が集まった。集会の呼びかけ人となった大学教授らが安保法案の廃案を求めるスピーチをした後、参加者らは「戦争アカン！」と書かれたプラカードを掲げ、市内を三つのコースに分かれてデモ行進した。大阪府箕面市の大学教員の女性（５６）は「米国に追随して戦争ができる態勢をつくる法案。近隣諸国との亀裂を生むような政権の動きに危機感を覚える」と話した。【遠藤孝康】
産経新聞　2015.8.30 16:43更新 
国会前、大規模な安保法案反対集会…市民団体、１０万人の参加目標　全国２００カ所以上、デモや集会


国会前で行われた安保法案反対デモ＝３０日、東京都千代田区の国会前（早坂洋祐撮影）　　
　安全保障関連法案に反対する市民団体「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」が３０日、東京・永田町の国会議事堂周辺で大規模な集会を開いた。参加者１０万人を目標としている。一斉行動も呼び掛け、実行委によると、全国２００カ所以上でデモや集会を実施。反対する民意の広がりをアピールし、安倍政権に廃案を求めた。
　小雨交じりの国会近くは、議事堂を取り囲む形で人が集まり、霞が関の官庁街や日比谷公園方面にも参加者が詰め掛けた。メーンステージが置かれた国会正門前は身動きも取れないほど。車道にも人があふれ「戦争させない」「今すぐ廃案」と声をそろえた。
　ルポライターの鎌田慧さんは「この力を結集して法案をつぶす決意だ」と壇上で力を込めた。岡田克也民主党代表や志位和夫共産党委員長も駆け付けた。
産経新聞　2015.8.30 20:02更新 
【安保法案】英ＢＢＣ「抗議行動珍しい」　国会前集会を報道
　英ＢＢＣ放送は３０日、国会周辺で開かれた安全保障関連法案に反対する大規模集会の現場から、参加者の声を交えながら「この抗議行動は極めて珍しい」とリポートした。
　同法案には、長崎原爆被災者協議会の谷口稜曄会長らも反対の意向を示していると紹介した。（共同）
産経新聞　2015.8.30 21:55更新 
【安保法案】国会前での反対集会、機動隊員に暴行…６０代の男２人逮捕、容疑を否認

国会正門前で開かれた安保法案に反対する集会で、道路を埋め尽くす大勢の人たち＝３０日午後、東京都千代田区
　国会議事堂前で行われた安全保障関連法案に反対する集会で機動隊員を暴行したとして、警視庁は３０日、公務執行妨害の現行犯で、東京都と神奈川県に住む６０代の男２人をそれぞれ逮捕した。
　警視庁によると、２人は集会の参加者でいずれも容疑を否認している。
　逮捕容疑は、都内の男が同日午後１時４５分ごろ、国会近くの歩道で２０代の機動隊員の頭を殴り、神奈川県の男は同２時半ごろ、別の歩道で、３０代の機動隊員の肩を突き飛ばしたなどとしている。男らや隊員にけがはなかった。
野党４党首、デモそろい踏み＝安保法案反対で共闘
　民主党の岡田克也代表ら４野党の党首は３０日、国会正門前で行われた安全保障関連法案の廃案を求めるデモにそろって参加し、共闘をアピールした。岡田氏は演説で「憲法違反の法案を通すわけにはいかない。国民が怒っていることを安倍政権に分からせないと駄目だ」と強調した。
　共産党の志位和夫委員長は「自衛隊の戦争参加に白紙委任状を与えることになる。戦争法案は廃案しかない」と指摘。社民党の吉田忠智党首は「立場の違いを超えて安倍政権打倒に全力を挙げる」と訴え、「生活の党と山本太郎となかまたち」の小沢一郎代表は「岡田代表らと力を合わせ戦い抜く」と語った。　（時事2015/08/30-20:04）2015/08/30-20:04
野党４党首 国会前集会で安保法案成立阻止を訴え
NHK　8月30日 16時48分
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民主党、共産党、社民党、生活の党と山本太郎となかまたちの、野党４党の党首が、国会前で開かれた安全保障関連法案に反対する集会であいさつし、法案に反対する世論と連携しながら、法案の成立阻止に全力を挙げる考えをそれぞれ示しました。
この中で、民主党の岡田代表は安全保障関連法案について、「憲法違反の法案であり、国会を通すわけにはいかない。国民が危機感を持って怒っていることを、安倍政権に分からせなければならず、一緒になって法案を廃案にしよう。１０年、２０年がたってあの時、あなたたちは、何をしていたのかと言われないように、われわれも徹底的に頑張る」と述べました。
　共産党の志位委員長は、「審議をすればするほど安倍政権が追い詰められ、まっとうな答弁ができなくなっている。ここまでぼろぼろになった『戦争法案』は廃案にするしかない。安倍政権を羽交い締めにして採決させず、必ず廃案に追い込もう」と述べました。
　社民党の吉田党首は、「国会審議では大臣の発言がころころ変わっていて、まさに憲法違反の欠陥法案だ。平和憲法の理念を生かした安全保障政策こそが、今、求められており、政党の立場を越えて、『戦争法案』の廃案に全力を挙げていく」と述べました。
　生活の党と山本太郎となかまたちの小沢代表は、「いい加減で馬鹿げた危険な法案を阻止するために、みんなで力を合わせないといけない。法案の成立を阻止して、安倍内閣を退陣に追い込むため最後の最後まで戦い抜く」と述べました。 
野党４党首、国会前集会で安保法案廃案を主張 
日経新聞　2015/8/30 19:05
　民主、共産、社民、生活の野党４党の党首が30日、国会前で開かれた安全保障関連法案に反対する集会にそろって参加した。各党首は安保関連法案の成立阻止に全力を尽くす考えを示し、野党共闘をアピールした。
　民主党の岡田克也代表は「憲法違反の法案であり、国会で通すわけにはいかない。一緒になって法案を廃案にしよう」と強調。共産党の志位和夫委員長は「安倍政権を羽交い締めにして採決させない」と述べた。
　集会は安保関連法案に反対する市民団体が主催。主催者発表で参加者数は約12万人。
産経新聞　2015.8.30 18:46更新 
【安保法制】小沢氏も岡田氏も…野党４党首、国会前集会に参加　“世論戦”でアピール、松野氏は不参加
　民主、共産、社民、生活の野党４党首が３０日、安全保障関連法案に反対する市民団体が国会周辺で開いた集会に参加し、いずれも廃案を目指して共闘する考えを強調した。与党が９月１１日までの法案採決を目指す中、野党４党は国会で劣勢なだけに、国会の外の力を借りた“世論戦”でアピールした。
　最初にマイクを握った民主党の岡田克也代表は、いつもより興奮気味に「こんな憲法違反の法案を通すわけにはいかない」と強調。「力を貸してください。一緒になって廃案にしよう」と声を張り上げた。
　共産党の志位和夫委員長も「必ず廃案に追い込み、安倍晋三政権を打倒する」と主張し、社民党の吉田忠智党首は声をからしながら「戦争法案廃案に全力を挙げる」と熱弁。「今までこういう集会に顔を出したことがほんどない」という生活の党と山本太郎となかまたちの小沢一郎代表は「ばかげた危険な法案を阻止する」と訴えた。
　政府案への反対で民主党などとの共闘を訴えている維新の松野頼久代表は参加を見送った。松野氏は見送った理由について、都内で記者団に「党内の事情がある」と述べた。
安保法案 国会での審議巡り与野党が議論
NHK　8月30日 11時57分
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ＮＨＫの「日曜討論」で、安全保障関連法案について、自民党が各党の賛同ができるだけ得られるよう丁寧に議論し、法案の成立を目指す考えを示したのに対し、民主党は強行採決は認められないとして、引き続き、徹底した審議を行うよう求めました。
自民党の小野寺・元防衛大臣は安全保障関連法案について、「国会の議論は、こういう案なら日本人や日本を守れるというものであるべきだ。できるだけ各党に賛同し、歩み寄ってもらえるのであれば、丁寧に最後までやるというのが政治家の務めであり、参議院のきょうじを持って、しっかり審議してもらえると思う。これからも、日本と日本人を守るために、法の隙間を埋めて、抑止力を高めるための努力をしていきたい」と述べました。
　公明党の石井・政務調査会長は「『６０日ルール』が適用されることになれば、参議院での議論がむだになりかねないし、参議院の存在意義の否定になりかねない。参議院は『６０日ルール』を適用しないできちんと結論を出す方向になるのではないか。そういう意味で、早めに結論を出してもらいたい」と述べました。
　民主党の大島・政策調査会長代理は「国民が法案を審議するにあたって、なるほどと思う立法事実が明確にならなかった。国民の理解を深めるのは法案を提出した側の与党の責務であり、きょうじだが、法案は憲法違反であり、立法事実も非常に希薄になってきている。こうしたなかで強行採決するのは民主主義に対する挑戦だ」と述べました。
　維新の党の井坂・政務調査会長代理は「違憲の疑いが強いと言われてしまう法案は法的安定性の面や国民から見ても大変問題があり、これに歯止めをかけているのが維新の案の特徴だ。思い切った法案を政府は出しているので、場合によっては、秋の臨時国会も含めて議論すべきだ」と述べました。
　共産党の小池・政策委員長は「参議院の議論で法案はぼろぼろになってきている。法案を修正しても憲法違反は憲法違反であり、修正は与党の強行採決に免罪符を与える危険がある。この希代の悪法を廃案に追い込むために頑張りたい」と述べました。
　次世代の党の和田・幹事長は「安全保障法制は必要であり憲法違反ではないが、時の政権によって暴走してしまうといった懸念が国民にある。わが党など３党は例外なき国会の事前承認などの修正案をまとめたので、与党は受け止めてほしい」と述べました。
　社民党の吉川・政策審議会長は「この国の主権は総理大臣でも国会議員でもなく、国民が持っている。その国民の６割ぐらいが憲法違反だと言っている法律を作るということは明らかにおかしな話であり、廃案にするしかない」と述べました。 
安保法案：元首相５人が提言
毎日新聞　2015年08月30日　20時37分（最終更新　08月30日　21時49分）
　安全保障関連法案を巡り、マスコミＯＢら５０人が中曽根康弘元首相以降で存命の歴代首相１２人に安倍晋三首相への提言を求めたところ、元首相５人が提言を寄せ、ＯＢらの 
　提言を寄せたのは、細川護熙▽羽田孜▽村山富市▽鳩山由紀夫▽菅直人−−の各氏。「立憲主義が軽んじられている」（細川氏）▽「集団的自衛権は絶対に認められない」（羽田氏）▽「集団的自衛権を限定的であれ行使できるようにするには憲法改正が必要」（鳩山氏）−−などと全員が法案に批判的だった。このうち鳩山氏は、沖縄県宜野湾市の米軍普天間飛行場移設問題で「最低でも県外」との主張を貫けなかったことを沖縄県民に謝罪し、安倍首相に「辺野古は無理」と再考を求めた。自民党の６人と野田佳彦前首相は応じなかった。【日下部聡】
安保法案：修正に高村氏が消極的　付帯決議には含み
毎日新聞　2015年08月30日　00時30分
　自民党の高村正彦副総裁は２９日、宮崎市内で講演し、安全保障関連法案をめぐる維新の党や次世代の党との修正協議に関し「修正して衆院に戻す時間があるか」と指摘、法案修正に消極的な見解を示した。付帯決議などには含みを持たせた。
　次世代、日本を元気にする会、新党改革の３党案は自衛隊派遣に際し、国会関与の拡充を求めている。高村氏は「例外なき事前承認は無理だが、民主的統制を少し広げることはあり得る。（修正以外に）３党の言い分を若干入れることができるかどうか協議している」と述べ、３党の主張を反映した付帯決議などには柔軟な姿勢を示した。（共同）
朝日新聞デジタル
国会前デモ、小沢一郎氏も参加　「今回は何としても」
2015年8月30日19時20分
■生活の党と山本太郎となかまたち・小沢一郎代表
　私は今までこういう集会に顔を出したことはほとんどありませんけども、今回だけは、何としても、いい加減で、バカげた、そして危険な法律を阻止するために何としてもみんなで力を合わせないといけない。それを阻止して、安倍政権を退陣に追い込む、そういう思いの中でみなさんの前に立ちました。どうぞみなさん、私どもも（民主党の）岡田代表をはじめ、各党のみなさんと力を合わせて最後の最後まで戦い抜く決意です。（国会前で行われた安全保障関連法案反対のデモで）
朝日新聞デジタル
安保法案反対デモ「この動き止まらない」　民主・岡田氏
2015年8月30日18時22分
■民主党・岡田克也代表
　これから（国会閉会までの）３週間、さらに力を貸してください。一緒になって（安全保障関連）法案を廃案にしようじゃありませんか。安倍政権の狙いはこの法案にとどまるものではありません。自民党の憲法改正草案を見てください。自衛権の行使を制限なく憲法が認めるようにしよう、限定する集団的自衛権でなく、集団的自衛権の行使を認める憲法に変える。これが自民党がやろうとしていることです。
　安倍政権が続く限りこの動きは止まりません。一緒になって、この安倍政権の歩みを止めようじゃありませんか。厳しい戦いだが、１０年、２０年経って「あの時、あなたたちは何をしていたのか」と言われないように徹底的に戦う。（国会前で行われた安全保障関連法案反対のデモで）
朝日新聞デジタル
「廃案、ハイアン」、世代超え１２万人　坂本龍一さんも
2015年8月30日23時08分

国会前でスピーチをする坂本龍一さん＝３０日午後３時１２分、東京・永田町、杉本康弘撮影









　８月最後の日曜日となった３０日、安全保障関連法案に反対する人々が国会前に集まった。大学生、高校生、１９６０年安保の運動家、戦争体験者――。世代を超えた人の波は主催者発表で１２万人となり、国会議事堂前や周辺を取り囲んだ。
　午後２時すぎ、国会議事堂の正門前。「戦争ＮＯ！」「９条壊すな」などと記された、色とりどりのプラカードを手にした市民らで、東西に延びる幅５０メートル近い車道が埋め尽くされた。
　拡声機から流れる「戦争法案いますぐ廃案」のかけ声に合わせ、「ハイアン・ハイアン」と声をあげる。
朝日新聞デジタル
「いま米軍の下で自衛隊が暴走している」　共産・志位氏
2015年8月30日21時15分
■共産党・志位和夫委員長
　戦争法案の成立を前提に（防衛省内で）具体化の検討をやっていたことが明るみに出た。全国約３５０人の幹部自衛官を集めていた。これを軍の暴走と言わずして、何というのでしょうか。
　戦前戦中は軍部が暴走して侵略戦争になった。いまは、米軍の指揮下で自衛隊が暴走している。それを突きつけても、首相も防衛大臣も当然という。この２人にはそろって辞めてもらおうではありませんか。
　会期末まであと４週間あり、ここが正念場だ。絶対に（法案成立を）止めようではありませんか。全国津々浦々で戦争法案反対の運動を広げに広げ、この力で安倍政権を羽交い締めにして参院で採決させない。衆院でも採決をさせない。必ず廃案に追い込み、安倍政権を打倒しよう。（国会前で行われた安全保障関連法案反対のデモで）
朝日新聞デジタル
「武力背景の外交、極めて時代遅れ」　社民・吉田党首
2015年8月30日20時43分
■吉田忠智・社民党党首
　（安倍政権は）自民党政権の下で積み上げてきた集団的自衛権の行使はできないという憲法解釈を、１９７２年の政府見解をつまみ食いして、（日本を取り巻く）安全保障環境が変わったという理由だけで閣議決定により変えた。立憲主義を否定する法的安定性など全くない暴挙だ。
　全く歯止めのない海外派遣で、自衛隊が戦争に巻き込まれる危険性が高まる。安倍総理や中谷大臣は法律上は核兵器輸送もできるけど、政策判断で行うことはないと言う。全く歯止めがない。
　安倍総理の積極的平和主義は時代遅れでまやかし。武力を背景にした外交は極めて時代遅れの安全保障政策だ。貧困や差別を取り除く人間の安全保障こそ一番大事。それを具体化するのが憲法の前文、平和主義、基本的人権の尊重、国民主権。平和憲法の理念を生かす安全保障政策こそいま求められている。（国会前で行われた安全保障関連法案反対のデモで）
朝日新聞デジタル
「米国の力落ちた、何かで補わなければ」自民党・谷垣氏
2015年8月30日21時21分
■谷垣禎一・自民党幹事長
　１９６０年、私は高校１年生でした。岸内閣のもと、今の安倍総理のおじいさんですね、日米安保条約改定をやりました。今日では日本の平和と安全に大きな功績があったことは、だいたいの方がお認めだと思います。しかしあの当時は、岸さんは日本をもう一回戦争できる国に持っていくんじゃないかと、大安保反対闘争が起きたこと、私もまだ高校１年生でしたがよく覚えています。
　あの当時、世界で圧倒的に強い国だったアメリカと同盟を組んでいること自体によって、日本の安全が相当確保できたことは間違いありません。しかし今、アメリカの力がかつてほどでなく、代わりに中国がものすごい力をつけてきた。アメリカの力が落ちてきた部分を、何かで補わなければいけないことを正面から認めなければならないと思います。そうしてそれを冷静に分析して組み立てていく議論を今回、本当はしなければいけない。なかなか実はそうなってないんですね。私どもはこうした観点を、これからはっきり国民のみなさまに説明しながら前に進んでいく、こういう態度を取りたいと思っています。（兵庫県豊岡市での講演で）
自民 谷垣幹事長 安保法案成立に全力挙げる考え
NHK　8月30日 18時03分
自民党の谷垣幹事長は兵庫県豊岡市でで講演し、安全保障関連法案を「『戦争法案だ』などというのは、ためにするひぼう中傷だ」と述べたうえで、今の国会で成立させるために全力を挙げる考えを重ねて示しました。
この中で谷垣幹事長は安全保障関連法案について、「日本の安全保障論争は抑止が必要か、非武装中立がいいかという議論をずっとやってきたので、そういう議論の尻尾が残っているところがある。『戦争法案』とか『徴兵制をやる法案だ』というのは、ためにするひぼう中傷だ」と述べました。
　そのうえで谷垣氏は、「戦後７０年にあたっての総理大臣談話が発表されたあと、安倍内閣の支持率も底を打って少しずつ戻ってきた。なんとしても、この問題はこの国会で解決して、次に進まなければいけない」と述べ、法案を今の国会で成立させるために全力を挙げる考えを重ねて示しました。 
朝日新聞デジタル
「自衛隊に歯止め、公明党にしかできない」　山口代表
2015年8月30日19時39分
■公明党・山口那津男代表
　いま国会で議論している法律は戦争を防止する法案だ。自衛隊をいかし、歯止めをかける議論は公明党にしかできない。自衛隊が憲法違反だと言っている共産や社民の人たちには、自衛隊をいかそうということもできなければ、歯止めをかけようという責任ある議論もできない。国の将来を任せることはできない。（盛岡市内の街頭演説で）
どうなる安保法案
毎日新聞
維新との修正協議不透明に
維新の党の橋下徹最高顧問と松井一郎顧問が２７日、離党を表明。安全保障関連法案を巡る自民、公明両党と維新との修正協議の行方が不透明になってきた。
安保法案攻防タイムライン ↓
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参院平和安全法制特別委員会で民主・蓮舫氏の質問に対する中谷元防衛相（右）の答弁の不備を指摘した野党理事に向かって「まあ、いいじゃない」と発言する安倍晋三首相＝国会内で２０１５年８月２１日午後２時７分、藤井太郎撮影
［２０１５年６月４日］
衆院審査会で「安保法制は憲法違反」　参考人の憲法学者３人全員が批判
　衆院憲法審査会で、与野党が推薦した憲法学者３人を招いて参考人質疑を行ったが、民主党の中川正春元文部科学相が集団的自衛権の行使容認を含む安全保障関連法案について質問したのに対し、全員が「憲法９条違反」と明言した（毎日新聞記事）。
　【参考】安保法制・私はこう考える：恒久法の意味、考えて　憲法学者・小林節さん（毎日新聞記事）
　【参考】【論点整理】クローズアップ２０１５：安保法案審議　集団的自衛権、続く応酬（毎日新聞記事）
［２０１５年６月６日］
「立憲主義の危機」シンポに参加者１４００人　憲法学者、批判続々　政権に不信感　佐藤幸治・京都大名誉教授「いつまでぐだぐだ言い続けるのか」
　東京大学（東京都文京区）で開かれた日本国憲法に関するシンポジウム「立憲主義の危機」で、佐藤幸治・京大名誉教授の基調講演や憲法学者らによるパネルディスカッションが行われた。佐藤氏は、出席した３人の憲法学者全員が審議中の安全保障関連法案を「憲法違反」と断じた４日の衆院憲法審査会への出席を自民党などに要請されたが、断っており、その発言が注目されていた。佐藤氏はイギリスやドイツ、米国でも憲法の根幹が変わったことはないとした上で「いつまで日本はそんなことをぐだぐだ言い続けるんですか」と強い調子で改憲の動きを批判した（毎日新聞記事）。
　【参考】安保法制・私はこう考える：イラク派遣の検証必要　首都大学東京准教授・木村草太さん（３４）（毎日新聞記事）
　【参考】国会審議：安保・年金で野党攻勢　違憲指摘「潮目が変わった」（毎日新聞記事）
［２０１５年６月８日］
「違憲」批判に首相が反論
　安倍晋三首相は８日の内外記者会見で、安全保障関連法案は「違憲」との指摘が出ていることに関し「憲法の基本的な論理は貫かれていると確信している」と反論した（毎日新聞記事）。
　【参考】なるほドリ・ワイド：安保法案は合憲なの？＝回答・青木純（毎日新聞記事）
［２０１５年６月２１日］
安保法案に学生２２００人が「ノー」　京都にＳＮＳで集結
　安全保障関連法案に反対する関西の大学生らが結成した団体「自由と民主主義のための関西学生緊急行動」（シールズ関西）が２１日、京都市内でデモ行進を行った（毎日新聞記事）。
［２０１５年６月２２日］
衆院特別委の参考人質疑で宮崎・元法制局長官も「違憲」　阪田氏は「中東掃海は枠外」と疑問示す。
　衆院平和安全法制特別委員会は法案について有識者の意見を聞く参考人質疑を行ったが、宮崎礼壹元内閣法制局長官は関連法案について「従来の憲法解釈と相いれず、憲法違反だ」と厳しく批判した（毎日新聞記事）。
国会を９５日間延長　９月２７日まで　過去最大幅
　安倍晋三首相と公明党の山口那津男代表は国会内で会談し、２４日に会期末を迎える今国会について、９月２７日までの９５日間延長する方針を決めた。現行制度の下では、鈴木内閣下の第９６国会（１９８１〜８２年）で行った９４日間延長を上回り、過去最長の通常国会となる（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月３日］
衆院特別委が１３日に中央公聴会の開催を決定　与野党の攻防激化
　衆院平和安全法制特別委員会は３日、採決の前提となる中央公聴会を１３日に開くことを決めた（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月６日］
沖縄で参考人質疑　名護市長が反対表明「７０年前の二の舞い」
　衆院平和安全法制特別委員会は、那覇市で現地の有識者に意見を聞く参考人質疑を開いた。米軍普天間飛行場（宜野湾市）の移設先とされる名護市の稲嶺進市長は「自衛隊と米軍が一体で行動すれば、沖縄が真っ先に狙われる。７０年前の二の舞いになるのは明らかだ」と反対表明した（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月１３日］
中央公聴会で有識者が意見　５人中３人が「違憲」　与党側は週内に衆院通過を目指す構え
　衆院平和安全法制特別委員会は、有識者の意見を聞く中央公聴会を開いた。憲法や外交・安全保障の専門家ら５人が出席。野党推薦の３人が法案に否定的な見解を表明し、与党推薦の２人が賛意を示した（毎日新聞記事）。
１５日の衆院委で採決へ　与野党の攻防ヤマ場に
　自民党の谷垣禎一幹事長は党役員会で、集団的自衛権の行使容認を含む安全保障関連法案を１５日の衆院平和安全法制特別委員会で採決する意向を表明した（毎日新聞記事）。
国民安保法制懇が声明　「安保法案」反対、その論理は…会見詳報
　大森政輔・元内閣法制局長官▽柳沢協二・元内閣官房副長官補▽樋口陽一・東京大名誉教授▽長谷部恭男・早稲田大教授▽小林節・慶応大名誉教授▽伊勢崎賢治・東京外語大教授▽伊藤真弁護士の「国民安保法制懇」のメンバー７人が安保法案の廃案を求める声明を発表し、会見に臨んだ（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月１４日］
きょう採決強行　与党方針、野党反発　衆院委
　安全保障関連法案を審議する衆院平和安全法制特別委員会の理事会が１４日開かれ、１５日に３時間の締めくくりの質疑と採決を行うことを浜田靖一委員長（自民）の職権で決めた（毎日新聞記事）。
法案に自公地方議員も疑問　反対・慎重意見書に１１４議会が同調
　安全保障関連法案や集団的自衛権の行使容認に反対する（廃案要求を含む）、もしくは慎重な審議を求める意見書が３９３の都道府県・市区町村議会で可決され、その少なくとも約４分の１の１１４議会で自民・公明両党系の議員が意見書に賛成していたことが分かった（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月１５日］
きょう衆院通過　本会議、野党は退席へ　「強行採決、許し難い」
　衆院平和安全法制特別委員会で１５日、与党が単独で安全保障関連法案の採決を強行して可決したことを受け、衆院議院運営委員会の理事会は１６日に本会議を開き、関連法案を採決することを林幹雄委員長（自民）の職権で決めた（毎日新聞記事）。
　【論文】きょう衆院通過　民意畏れぬ「数頼み」＝政治部長・末次省三（毎日新聞記事）
「強行採決　無効」プラカードに込めた思い　国会前で聞いた
　安全保障関連法案が１５日、衆院の平和安全法制特別委員会で、自民・公明の賛成多数で可決された。国会前でプラカードを掲げ、反対の声を上げる人々に、この日の思いを聞いた（毎日新聞記事）。
　【参考】立憲主義、危機深く　憲法学者・長谷部恭男氏「国民、気づき始めた」（毎日新聞記事）
［２０１５年７月１６日］
安保法案が衆院通過　野党、採決応じず「暴挙」強行批判
　集団的自衛権の行使容認を含む安全保障関連法案は１６日午後の衆院本会議で、与党などの賛成多数により可決され、衆院を通過した（毎日新聞記事）。
法案衆院を通過　自衛隊員や周囲の人たちは…
　安保関連法案が衆院を通過したことで、集団的自衛権の行使や自衛隊の海外での武器使用が現実味を帯びてきた。自衛隊の任務の幅は広がり、危険にさらされるリスクは確実に増える。現役隊員や周囲の人たちはどう受け止めたのか（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月１７日］
安保法案　参院でも特別委設置で合意　自民、民主両党
　自民、民主両党の参院国対委員長が１７日午前、国会内で会談し、安全保障関連法案を審議する特別委員会を参院でも設置することで合意した（毎日新聞記事）。
抗議集会、週末も各地で
　集団的自衛権行使容認を含む安全保障関連法案が衆議院を通過して初の週末となる１８〜２０日、各地で市民らによる集会や講演会が相次いで計画されている（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月１８日］
反「安保法案」拡大　２９都道府県１１０カ所で抗議行動
　安全保障関連法案に反対して作家の澤地久枝さんらが呼びかけた安倍政権に対する抗議行動が１８日、全国各地であり、「アベ政治を許さない」と記したポスターを午後１時ごろに一斉に掲げた（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月２０日］
法案の採決強行に学者１５０人抗議
　分野を超えた有識者でつくる「安全保障関連法案に反対する学者の会」が東京都内で記者会見し、衆院での採決強行について「国民の意思を踏みにじる立憲主義と民主主義の破壊だ」などとする抗議声明を出した（毎日新聞記事）。
法案勉強会中止　「自民は全体主義だ」　小林よしのり氏怒る
　安全保障関連法案を巡り、自民党の若手国会議員の勉強会が突然中止となった問題で、講師を務める予定だった漫画家の小林よしのり氏（６１）が取材に応じ、「議論を封じたら、民主主義じゃなくなってしまう」と同党内の言論状況を痛烈に批判した（毎日新聞記事）。
【参考】安保法制・私はこう考える：戦争する覚悟あるのか　漫画家・小林よしのりさん（毎日新聞記事）
［２０１５年７月２１日］
集団的自衛権　首相、消火を例に説明　野党「戦争は反撃受ける」
　安倍晋三首相がテレビ出演で多用する集団的自衛権の行使を火事の消火活動にたとえる説明が野党から批判を浴びている（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月２２日］
内閣支持率急落　ポジティブ層が「反安倍」シフト　毎日新聞世論調査
　毎日新聞が１７、１８両日に実施した全国世論調査で、安倍内閣の支持率が第２次安倍内閣発足後では最低の３５％に落ち込み、不支持率も初めて過半数の５１％に達した（毎日新聞記事）。
安保法案　２７日にも参院審議入り　特別委４５人で合意
　自民党の吉田博美、民主党の榛葉賀津也両参院国対委員長は２２日、国会内で断続的に会談し、安全保障関連法案を審議する参院の特別委員会の委員数を野党側の要求通り４５人とすることで合意した（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月２６日］
猛暑の中、国会前で抗議続く
　安全保障関連法案に反対する市民たちの抗議活動が２６日、東京・永田町の国会前で行われた（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月２７日］
参院本会議で防衛相「米軍後方支援必要」
　集団的自衛権の行使容認を含む安全保障関連法案が２７日午後、参院本会議で審議入りした。政府・与党は、衆院審議で集団的自衛権の行使に対する「違憲論」が強まり、法案への理解が深まらなかった反省から、抑止力を強化する必要性に重点を置いて理解を求める方針だ（毎日新聞記事）。
首相「厳しい意見承知」　参院審議入り
　集団的自衛権の行使を含む安全保障関連法案は２７日、参院本会議で趣旨説明と質疑が行われ審議入りした。安倍晋三首相は「安保環境が大きく変わる中、政府には国民を守るため備える責任がある」と法整備の必要性を強調した（毎日新聞記事）。
【参考】安保法案　参院本会議の主な質疑と首相の答弁（毎日新聞記事）
礒崎氏発言、与党も困惑…野党、辞任を要求
　礒崎陽輔首相補佐官が安全保障関連法案を巡り、「法的安定性は関係ない」とした発言について与野党から批判の声が上がっている（毎日新聞記事）。
【参考】「法的安定性は関係ない」　礒崎氏の発言要旨（毎日新聞記事）
［２０１５年７月２８日］
公明離れの学会員次々　自民と協調に「失望した」
　安全保障関連法案審議の舞台が参院に移った。日を追って国民の批判が高まる中、自民と足並みをそろえる公明党の足元で、地方議員や支持団体の創価学会員たちの反発や離反が起きている（毎日新聞記事）。
【参考】地方議会の意見書可決一覧（毎日新聞記事）
礒崎首相補佐官が謝罪　「法的安定性は関係ない」発言で
　自民党は２８日午前の参院平和安全法制特別委員会の理事懇談会で、安全保障関連法案に関し「法的安定性は関係ない」と発言した礒崎陽輔首相補佐官が、政府と同党の聴取に対し「私の発言で国民ならびに委員会運営にご迷惑をおかけし、心から反省をし、おわび申し上げる」と謝罪したと明らかにした（毎日新聞記事）。
集団的自衛権：攻撃意思表明なしで行使可能　首相見解
　安全保障関連法案を審議する参院平和安全法制特別委員会は２８日、安倍晋三首相が出席し総括的質疑を行い、実質審議入りした（毎日新聞記事）。
法案反対、１万５０００人集会　東京・日比谷
　安全保障関連法案に反対する市民約１万５０００人（主催者発表）が２８日、東京・日比谷野外音楽堂で集会を開き、「９条壊すな」「戦争法案、今すぐ廃案」と訴えた（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月２９日］
南スーダン自衛隊ＰＫＯ　駆けつけ警護、追加　安保法施行後　政府検討
　政府は、自衛隊が南スーダンで実施している国連平和維持活動（ＰＫＯ）の任務に、「駆けつけ警護」を追加する検討に入った。同ＰＫＯ司令部への要員派遣も拡大する考えだ（毎日新聞記事）。
安保特別委：対中国「対話を継続」…首相が強調
　安全保障関連法案を審議する参院平和安全法制特別委員会は２９日午前、総括的質疑を行った。安倍晋三首相は中国の軍拡への懸念を表明し法案の必要性を強調する一方、「外交を通じて平和を構築することが重要だ」と指摘した（毎日新聞記事）。
首相、浸透不足懸念　機雷掃海「論理的に複雑」
　参院平和安全法制特別委員会の２９日の総括的質疑で、安倍首相は、中東・ホルムズ海峡が機雷で封鎖された場合の集団的自衛権行使について「国民は論理的な面で複雑だという印象を持つかもしれない」と述べ、行使できるという政府の説明に理解が広がっていないとの認識を示した（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月３０日］
論戦のポイント　後方支援　武力行使と一体化の懸念
　「敵潜水艦を攻撃した米軍ヘリが、海上自衛隊のヘリ空母に着艦して給油、整備され、また飛び立って攻撃する。世界中の誰がみても米軍と一緒に戦争している」。共産党の小池晃氏が２９日の参院平和安全法制特別委員会で指摘した（毎日新聞記事）。
法的安定性発言　礒崎氏、参考人招致　来月３日　公明も進退言及
　参院平和安全法制特別委員会は３０日の理事懇談会で、礒崎（いそざき）陽輔首相補佐官が安全保障関連法案に関し「法的安定性は関係ない」と発言したのを受け、来月３日の同委に参考人招致することを決めた（毎日新聞記事）。
［２０１５年７月３１日］
論戦・ポイント：法的安定性　軽視発言、信頼性に疑義
　安全保障関連法案を担当する礒崎（いそざき）陽輔首相補佐官の「法的安定性は関係ない」との発言は、３０日の参院平和安全法制特別委員会でも取り上げられた（毎日新聞記事）。
礒崎氏発言：公明内で進退論広がる
　公明党の井上義久幹事長は３１日の記者会見で、安全保障関連法案を巡って礒崎陽輔首相補佐官が「法的安定性は関係ない」と発言した問題について「（法的安定性を）軽視する発言は看過できない。説明責任を果たしてもらいたい」と批判した（毎日新聞記事）。
「憲法破壊だ」　国会周辺に４０００人反対デモ
　安全保障関連法案に反対する学生と大学の教授らが３１日、国会議事堂に近い東京・平河町の砂防会館で抗議集会を開き、国会周辺で請願デモを行った（毎日新聞記事）。
［２０１５年８月２日］
制服姿で高校生も声を上げて…渋谷でデモ
　高校生も声を上げ始めた−−。参院で審議中の安全保障関連法案に抗議する制服姿の高校生たちのデモ行進が２日、東京都渋谷区であり、約３０００人（主催者発表）がセンター街や原宿などを練り歩いた（毎日新聞記事）。
［２０１５年８月３日］
参院特別委　礒崎補佐官が謝罪　辞任は否定　法的安定性発言で
　参院平和安全法制特別委員会は３日午後、安全保障関連法案に関して「法的安定性は関係ない」などと述べた礒崎陽輔首相補佐官に対する参考人質疑を行った。礒崎氏は冒頭、「軽率な発言により特別委員会の審議に多大な迷惑をかけた」と謝罪した（毎日新聞記事）。
礒崎発言、追及やまず　野党「首相の責任大」　参考人招致
　参院平和安全法制特別委員会は３日、安全保障関連法案に盛り込まれた集団的自衛権の行使について「法的安定性は関係ない」などと述べた礒崎陽輔首相補佐官への参考人質疑を行った（毎日新聞記事）。
礒崎補佐官参考人招致　続投、与党の溝深まる
　参礒崎陽輔首相補佐官が３日の参院平和安全法制特別委員会で、安全保障関連法案について「法的安定性は関係ない」と発言したのを謝罪したことで、首相官邸は問題の幕引きを図りたい考えだ（毎日新聞記事）。
自民・武藤貴也議員、安保反対学生をツイッターで非難
　自民党の武藤貴也衆院議員（３６）＝滋賀４区＝がツイッターで、安全保障関連法案の反対運動をする学生団体「自由と民主主義のための学生緊急行動（ＳＥＡＬＤｓ＝シールズ）」について「自分中心、極端な利己的な考え」と非難していることがわかった（毎日新聞記事）。
［２０１５年８月４日］
【動画】注目ニュース90秒　礒崎首相補佐官　参考人質疑の影響は？
　安全保障関連法案に関して「法的安定性は関係ない」と発言した礒崎陽輔首相補佐官に対して、参院平和安全法制特別委員会が３日、参考人質疑を行った。質疑の内容や安保法案審議への影響を、政治部の高塚保デスクに聞いた（毎日新聞記事）。
首相、礒崎氏更迭改めて否定　参院安保特別委
　安全保障関連法案を審議する参院平和安全法制特別委員会は４日午前、安倍晋三首相らが出席して集中審議を行った（毎日新聞記事）。
「ミサイルも提供」後方支援で防衛相見解　参院安保特委
　参院平和安全法制特別委員会の４日の集中審議で、中谷元防衛相が、自衛隊が他国軍を後方支援する際に新たに可能となる「弾薬の提供」に関し、「ミサイルも、あえて当てはめれば弾薬だと整理できる」と説明し、ミサイルも提供対象に含まれるとの考えを示した（毎日新聞記事）。
自民・武藤議員：学生批判ツイート「撤回しない」
　自民党の武藤貴也衆院議員（３６）＝滋賀４区＝がツイッターで、安全保障関連法案に反対する学生団体を「自分中心、極端な利己的な考え」と非難した問題で、武藤氏は４日、「法案が通っても学生たちが戦争に行くことはない。扇動や間違った情報に基づいて若い人たちが誤解したり、だまされたりしている」と主張した（毎日新聞記事）。
［２０１５年８月５日］
安保法案　岸田外相「中韓政府報道官も反対してない」
　参院平和安全法制特別委員会は５日午前、一般質疑を行った。岸田文雄外相は、安全保障関連法案の整備について「多くの国が支持、歓迎の意を表明している」と説明した（毎日新聞記事）。
中谷防衛相　後方支援「核兵器輸送、排除せず」
　中谷元防衛相は５日の参院平和安全法制特別委員会で、安全保障関連法案で拡大する他国軍への後方支援に関し、自衛隊が核ミサイルなど核兵器を輸送する可能性について「法文上は排除していない」と述べた（毎日新聞記事）。
［２０１５年８月８日］
日弁連：「今を戦前にしない」東京でシンポジウム
　戦後７０年を機に「今を戦前にしないために」と題したシンポジウムが８日、東京都内であり、山崎拓・元自民党副総裁▽加藤陽子・東京大教授（日本近代史）▽南野森・九州大教授（憲法学）の３人が、ニュースキャスター、村尾信尚氏の司会で憲法や安全保障関連法案などについて議論した（毎日新聞記事）。
［２０１５年８月９日］
長崎原爆の日：平和祈念式典で市長　国会に「慎重審議を」
　長崎は９日、米軍が原爆を投下してから７０年を迎えた。長崎市の平和公園で平和祈念式典が開かれ、田上富久市長は平和宣言で、安全保障関連法案について「７０年前に心に刻んだ誓いが、日本国憲法の平和の理念が、今揺らいでいるのではないかという不安と懸念が広がっている」とし、日本政府と国会に「慎重で真摯な審議」を求めた（毎日新聞記事）。
【参考】長崎原爆の日：平和宣言全文（毎日新聞記事）
［２０１５年８月１０日］
安保法案　研究者ら「中東やアジアの信頼打ち砕く」
　参院で審議中の安全保障関連法案を巡り、中東の政治や社会などを研究する学者たちが１０日、「（法案は）中東やアジアの信頼を打ち砕き、日本の市民の生命と安全を危険にさらす」として廃案を求める声明を発表した（毎日新聞記事）。
［２０１５年８月１１日］
安保法案　成立前提で検討資料　防衛省「２月施行」
　共産党の小池晃氏は１１日の参院平和安全法制特別委員会で、防衛省統合幕僚監部が安全保障関連法案成立を前提に作成したとする内部資料を提示した（毎日新聞記事）。
［２０１５年８月１９日］
参院特別委　防衛相が自衛隊内部資料で釈明
　安全保障関連法案を審議する参院平和安全法制特別委員会は１９日午前、審議を再開した（毎日新聞記事）。
５野党：共闘アピール　政権追及の構え
　民主、維新、共産、社民、生活の野党５党の党首が１９日、盛岡市で共同で記者会見し、野党共闘をアピールした（毎日新聞記事）。
［２０１５年８月２０日］
私たち教員「ＴＯＬＤｓ」も反対です…声明発表
　参院で審議されている安全保障関連法案を巡り、東京都内の現役教職員らでつくるグループ「ＴＯＬＤｓ（トールズ）」のメンバーが２０日、都庁で記者会見し、「法案を日本国憲法の精神から認めません」とする反対声明を発表した（毎日新聞記事）。
維新　安保法案の対案を提出　個別的自衛権を事実上拡大
　維新の党は２０日、政府の安全保障関連法案の対案として新たにまとめた５法案を参院に提出した。政府が集団的自衛権行使の条件とした「存立危機事態」を認めず、個別的自衛権を事実上拡大する「武力攻撃危機事態」を新設するのが柱（毎日新聞記事）。
［２０１５年８月２１日］
若者に広がる反対　元自衛官「沖縄で目覚めた」
　参院で審議が続く安全保障関連法案の反対運動が若者にも広がっている。佐賀県唐津市の元自衛官、福島尚美さん（３２）も抗議集会に足を運ぶ一人だ（毎日新聞記事）。
安倍首相、例外なき事前承認義務付けに慎重
　参院平和安全法制特別委員会は２１日、安全保障関連法案に関する集中審議を行った。安倍晋三首相は、集団的自衛権行使などの際、緊急時には国会の事後承認を認めるべきだとして、例外なく事前承認を義務付けることに慎重な考えを示した（毎日新聞記事）。
維新、民主との合流協議へ　３１日にも党首会談
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　民主党の岡田克也代表、維新の党の松野頼久代表
　民主党と維新の党が年内の合流を視野に協議に入ることが分かった。民主党の岡田克也代表と、維新の松野頼久代表が３１日にも会談する。関係者が３０日、明らかにした。一方、維新を離党した橋下徹大阪市長は、同党の「大阪系」国会議員と結成を目指す新党に関し、１０月中に発足させる方針を固めた。代表には松井一郎大阪府知事が就くとみられる。同党の国会議員５１人のうち、１０人強の大阪系は参加。橋下氏らは１０人程度の中間派への働き掛けを強め、２０人超の確保を目指す。
　民主、維新の合流構想に関しては、来年夏の参院選に向けて巨大与党に対抗できる勢力をつくるのが狙い。
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米バークレー市議会、辺野古新基地反対審議へ　沖縄と連帯も
琉球新報2015年8月30日 8:29  
　【ワシントン＝問山栄恵本紙特派員】米カリフォルニア州のバークレー市議会は９月１５日の本会議で、米軍普天間飛行場の辺野古移設に伴う新基地建設に反対し、県民と連帯する決議に関する審議を行う。２８日、関係者が明らかにした。　決議はバークレー市の「平和と正義の委員会」のダイアナ・ボンさんが５月４日、同委員会に提案していた。
　決議文は、米軍基地が沖縄本島の面積の約１８％を占めることや騒音、墜落事故、米兵の事件事故の発生などの問題を指摘。その上で「沖縄の市民と連帯し、沖縄本島東海岸の辺野古で建設中の米国海兵隊の基地、普天間代替施設に反対することを決議する」としている。
安保反対、最大規模　抗議行動、全国２００カ所
北海道新聞　08/30 18:20、08/31 00:37 更新
　参院で審議中の安全保障関連法案の廃案を訴える市民らが３０日、「国会１０万人・全国１００万人大行動」と題し東京の国会周辺、道内各地など全国一斉に行われた集会やデモに参加した。主催した市民団体「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」によると国会周辺に集まったのは約１２万人で、全国では大規模集会から小規模の署名活動まで２００カ所以上で抗議行動が行われた。
　安保関連法案への抗議行動では最大規模となった、国会周辺や霞が関の官庁街での集会。メーンステージが設けられた国会議事堂正門前は、身動きが取れないほどの人で埋め尽くされた。午後２時に国会前など計６カ所のステージで「強行採決、絶対反対」などのシュプレヒコールをとなえ集会が始まった。時折、雨が強まったが、参加者はプラカードを掲げ声を張り上げた。
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安全保障関連法案の廃案を求め約１２万人が集まった国会議事堂周辺の集会。安倍晋三首相の退陣を求めるシュプレヒコールの中、巨大な垂れ幕が現れた＝３０日午後２時（大城戸剛撮影）
　学者や作家、市民団体の代表、国会議員らが次々とマイクを握り、言葉をつないだ。大学生らのグループ「ＳＥＡＬＤｓ（シールズ）」の中心メンバーで、明治学院大４年の奥田愛基（あき）さんは「憲法は国民一人一人の権利で、それを無視するのは国民をないがしろにすること。安倍晋三首相は憲法を無視しないでほしい。憲法を守ろうと主張するわれわれが、極端で利己的だとは思わない」と訴えた。
　一方、札幌では北海道マラソンが開かれたため、中心部での大規模なデモは行われず、署名活動や集会などを開催。このほか旭川や函館、帯広など３０カ所以上で抗議行動が行われた。
安保法案反対、あす全国１００万人行動　北海道内でもデモや集会
北海道新聞　08/29 07:20、08/29 08:52 更新
　国会で審議中の安全保障関連法案に反対する全国規模の抗議運動「１００万人大行動」が３０日に実施されるのに合わせ、道内各地でも労組や市民団体などによる集会やデモが行われる。
　旭川市役所前では、３０日午後３時から労組や地元の九条の会などが呼び掛けた「戦争法案反対！大集会＆デモ」が予定され、函館の本町交差点でも午後２時から街頭演説が行われる。
　札幌では３０日に北海道マラソンが開かれるため、中心部での大規模なデモや集会はないが、市民ネットワーク北海道などが午後２時から札幌三越前で安保法案に反対する署名を集め、午後２時半から５時までは紀伊国屋書店札幌本店前で抗議の声を上げるリレートークを行う。
　このほか、３０日に道内で行われる主な集会やデモの時間と場所は次の通り。
　▽札幌　午後１時半、東区・栄町さくら公園、２時、南区真駒内・緑町公園▽小樽　午後２時、小樽中央小公園▽帯広　午前１１時、とかちプラザ、午後１時、帯広市中央公園▽釧路　午後２時、３時、釧路駅前▽苫小牧　午後２時、苫小牧市役所前▽室蘭　午後４時、中島アイランド▽千歳　午後１時半　グリーンベルトお祭り広場▽網走　午後２時、ＢＡＳＩＣ駒場店前
